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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年8月12日(2021.8.12)

【公開番号】特開2021-79269(P2021-79269A)
【公開日】令和3年5月27日(2021.5.27)
【年通号数】公開・登録公報2021-024
【出願番号】特願2021-35018(P2021-35018)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ６０１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月2日(2021.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が可能な遊技機であって、
　制御手段と、前記制御手段の制御に用いられる電子部品からの入力信号に基づく入力デ
ータを前記制御手段に伝送する入力回路と、前記制御手段から伝送された出力データに基
づいて電子部品に対して出力信号を出力する出力回路と、が実装されるとともに、配線パ
ターンが形成された基板を備え、
　前記入力回路及び前記出力回路に、型式を示す文字情報が記載されており、
　前記入力回路と前記出力回路とは、前記文字情報の向きが異なるように、前記基板に実
装され、
　前記配線パターンは、前記入力回路からの入力データの前記制御手段への伝送及び前記
制御手段からの出力データの前記出力回路への伝送に共用されるデータバスを含み、
　前記基板は、第１面のみに電子部品が実装されるとともに、第２面に前記データバスが
形成され、前記データバスからスルーホールを介して前記第１面に分岐した配線パターン
を、前記第１面において遊技の進行に応じた出力を行うための第１配線パターンと遊技の
進行に応じた出力信号を外部機器に対して出力するための第２配線パターンに分岐する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明の手段１の遊技機は、
　遊技が可能な遊技機であって、
　制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ）と、前記制御手段（遊技制御用マイクロ
コンピュータ）の制御に用いられる電子部品（入力部品）からの入力信号に基づく入力デ
ータを前記制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ）に伝送する入力回路と、前記制
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御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ）から伝送された出力データに基づいて電子部
品（出力部品）に対して出力信号を出力する出力回路と、が実装されるとともに、配線パ
ターンが形成された基板（遊技制御基板）を備え、
　前記入力回路及び前記出力回路に、型式を示す文字情報が記載されており、
　前記入力回路と前記出力回路とは、前記文字情報の向きが異なるように、前記基板に実
装され、
　前記配線パターンは、前記入力回路からの入力データの前記制御手段（遊技制御用マイ
クロコンピュータ）への伝送及び前記制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ）から
の出力データの前記出力回路への伝送に共用されるデータバスを含み、
　前記基板（遊技制御基板）は、第１面（実装面）のみに電子部品が実装されるとともに
、第２面（ハンダ面）に前記データバスが形成され、前記データバスからスルーホールを
通して接続された前記第１面（実装面）の配線パターンを、前記第１面（実装面）におい
て遊技の進行に応じた出力を行うための第１配線パターン（第２出力回路に接続される配
線パターン）と遊技の進行に応じた出力信号を外部機器に対して出力するための第２配線
パターン（外部出力端子に接続される配線パターン）に分岐する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、第２面に形成されたデータバスからスルーホールを通して接続され
た第１面の配線パターンを利用して第１面側で遊技の進行に応じた出力を行うための第１
配線パターンと遊技の進行に応じた出力信号を外部機器に対して出力するための第２配線
パターンに分岐させるので、第１配線パターン、第２配線パターンそれぞれに分岐させる
ために第２面に形成されたデータバスから第１面側に分岐させる必要がないので、配線パ
ターンを簡素に形成することができる。
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